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The study verifies the effect of compressive strength of concrete on the fatigue

resistance of the CFS- and CFSS-reinforced RC slabs. The results of a

comparison of the number of equivalent cycles between the CFS- and

CFSS-reinforced RC slab test specimens obtained from a fatigue test indicate that

the CFSS-reinforced RC slab has 1.2-1.3 time’s greater effect of reinforcement

than the CFS-reinforced RC slab. The study also reveals that the fatigue

resistance of the CFS- and CFSS-reinforced RC slabs is ensured when the

compressive strength of concrete is not lower than the specified design strength

prescribed in the Specifications for Highway Bridges but is not ensured when the

compressive strength of concrete is lower than the specified design strength,

although the effect of reinforcement is secured.
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1．はじめに

近年，国土交通省は，地方公共団体が管理する老

朽化した道路橋の増大に対応するために，従来の事

後的な修繕および架替えから，予防的な修繕および

長寿命化修繕計画に基づく架替えへと政策転換を

図る目的で「橋梁長寿命化修繕計画策定事業」（以

下，長寿命化修繕計画とする）を創設した．これに

も記されているが，橋梁部材の中で最も損傷が著し

いのは RC 床版である．とくに，1960 年代に架設

された RC 床版に関する基準は，設計荷重，床版厚，

鉄筋量いずれもが 2002 年改訂の道路橋示方書・同

解説（以下，道示とする）1)Ⅱの基準と大きく異な

るものである．したがって，1960 年代に建設され

た RC 床版については，2002 年改訂の道示の基準

に則した補強対策を講じる必要がある．

一方，長寿命化修繕計画における補修・補強の対

策は，耐荷力性能および耐疲労性の向上を目的とし

た床版上面から鋼繊維補強コンクリートを用いた

上面増厚補強 2)，床版下面から炭素繊維連続シート

による下面接着補強法が計画されている 3)．これら

の補強法において，橋梁点検要領（案）4)に示す劣

化過程が早期の劣化状態の補強には，RC 床版のひ

び割れの抑制や耐荷力性能，耐疲労性能の向上を図

るために軽量かつ施工性に優れている炭素繊維シ

ート（以下，CFS とする）下面接着補強法が検討さ

れている 5)．さらに，最近では，CFS と同様な材料

特性値を有し，施工の合理化が可能な炭素繊維スト

ランドシート（以下，CFSS とする）が新たな補強

材として開発されている．

そこで本研究では，RC 床版下面に CFS を全面に

接着補強(以下，CFS 接着補強とする)と CFSS を格

子状に下面接着補強(以下，CFSS 格子接着補強とす

る)した供試体を用いて輪荷重走行疲労実験を行い，

RC 床版に対する補強効果を検証する．また，床版

コンクリートの圧縮強度が塩害や凍害により設計

基準強度を下回っている場合の補強効果および耐

疲労性に及ぼす影響についても検証する．
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(1) 2 方向のひび割れ (2) 2 方向のひび割れ (3) 鉄筋の発錆とコン (4) 凍害による 2 方向の

遊離石灰 クリートのはく離 ひび割れと遊離石灰

写真－1 RC 床版の損傷状況

2．実橋 RC 床版の損傷状況

2.1 既存 RC 床版の劣化状況

道路橋 RC 床版は，重交通量地域では大型車両の走行

による疲労劣化により，ひび割れ損傷が生じる．また，

積雪寒冷地域では，凍結防止剤の散布による塩害およ

び冬期間に凍害を受けるなど，RC 床版の劣化が年々各

地域で増加している．6)ここで，疲労劣化と塩害，凍害

の複合劣化を受けた道路橋 RC 床版の損傷状況の一例

を写真－1 に示す．写真－1 (1)は，首都圏の道路橋 RC

床版であり，大型車両の繰り返し走行による疲労劣化

により，軸直角方向には幅 0.2mm 以上のひび割れが発

生している．この RC 床版のひび割れはハンチ部にまで

及んでいることから貫通ひび割れ，すなわち床版のは

り状化となっている．また，軸方向にもにもひび割れ

が発生し，亀甲状を形成している．また，写真－1 (2)

も首都圏で供用のRC床版であり，2方向のひび割れと，

遊離石灰が沈着している．次に，写真－1 (3)は，海岸線

から 5.0km 以内に建設されたRC 床版であり，飛来塩分

により引張主鉄筋が発錆するとともに，かぶりコンク

リートがはく離し，遊離石灰の沈着や 0.2mm 以上のひ

び割れが 2 方向に発生するなど，多くの損傷が併発し

ている．最後に，塩害と凍害の複合劣化による RC 床版

の損傷状況を写真－1 (4)に示す．この RC 床版は塩害・

凍害の複合劣化を受けた RC 床版であり，2 方向のひび

割れと遊離石灰の発生が著しい．

以上のように，長寿命化修繕計画では，これらの

劣化損傷が著しい RC 床版を早期に補修・補強する

必要があると考えられる．

2.2 RC 床版劣化に対する補修・補強法

写真－1 (1),(2)におけるRC 床版の 2 方向のひび割れ

損傷，さらには遊離石灰が発生している RC 床版の補

修・補強対策には，橋面防水工，ひび割れ補修を施し，

床版下面からは炭素繊維材料による下面接着補強法

が検討されている．写真－1 (3)の損傷状況の場合は，

劣化したかぶりコンクリートおよび鉄筋の錆を除去

し，かぶりコンクリートを元の厚さまで補修し，上面

には橋面防水，ひび割れ補修も合わせて行うものとす

る．劣化状態の RC 床版は，CFS による下面接着補強

表－1 RC 床版構成材料特性値

表－2 CFS および CFSS 材料特性値

法あるいは下面増厚補強法などの検討が必要である．

なお，写真－1 (4)は，塩害・凍害の複合劣化を受けた

ために，供用開始後 30 年程度で，撤去されている．

3．CFS 接着補強法における補強効果に関する実験

3.1 使用材料

(1) RC 床版

RC 床版供試体のコンクリートには，普通ポルト

ランドセメントと 5mm 以下の砕砂および 5mm～

20mm の砕石（JIS A 5005）を使用した．ここで，

凍害や塩害の損傷を想定してコンクリートの圧縮

強度を設計基準強度以下になるように配合した供

試体を A タイプ，設計基準強度以上の健全な供試

体を B タイプとする．また，鉄筋は SD295A，D10

を使用し，その材料特性値を表－1 に示す．

(2) CFS および CFSS

本実験に用いた CFS は，目付量 200g/m2，設計厚

0.111mm の連続繊維シートであり，プライマー，CFS

用の接着材を用いた．ここで，CFS の材料特性は引

張強度が4,420N/mm2，弾性係数は235kN/mm2である．

次に，本実験に用いた CFSS は，樹脂を含浸・硬化

させた FRP ストランドをすだれ状に加工した材料で

ある．本補強には，目付量 600g/m2，設計厚 0.333mm

を用いた．ここで，CFSS の材料特性を表－2 に示す．

3.2 供試体寸法および鉄筋の配置

供試体の床版厚は，道示Ⅱの規定に基づいて，大

型自動車の１日１方向あたりの計画交通量 2000 台

Aタイプ 18 D10 368 516 200

Bタイプ 35 D10 368 516 200

供試体

コンクリート
圧縮強度

(N/mm
2
)

鉄筋(SD295A)

使用
鉄筋

降伏強度

(N/mm
2
)

引張強度

(N/mm
2
)

ヤング係数

(kN/mm
2
)

CFS 202 0.111 4,420 235

CFSS 600 0.333 3,400 245

補強材料名
ヤング係数

(kN/mm
2
)

引張強度

(N/mm
2
)

設計厚さ
(mm)

目付量

(g/m
2
)
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1) 研磨 2) 表面処理 3) プライマー 4) 1 層目接着 5) 2 層目接着

(1) CFS 接着補強

1) 研磨 2) 表面処理 3) マスキング 4) 1 層目接着 5) 2 層目接着

(2) CFSS 格子接着補強

図－1 供試体寸法および鉄筋配置 図－2 CFS 接着補強および CFSS 格子接着補強手順

以上を想定して決定した．本供試体は，道示Ⅱに規

定する T 荷重分布幅 500mm に対して，本実験装置

の輪荷重幅は 250mm であることから 1/2 モデルと

した．また，RC 床版供試体は，輪荷重走行による

変形量を拘束することが無い４辺単純支持の正方

形版とした．耐疲労性を評価する場合の基準となる

RC 床版供試体の寸法は，支間長 1200mm，張出部

135mm の全長 1470mm である．鉄筋は引張側の軸

直角方向および軸方向に D10 を 100mm 間隔で配置

し，有効高さをそれぞれ 105mm，95mm とする．

また，圧縮側は引張鉄筋量の 1/2 を配置した．ここ

で，供試体寸法および鉄筋配置を図－1 に示す．

3.3 供試体製作方法

(1) CFS 接着補強法

CFS 下面接着補強 RC 床版供試体は，床版底面

の不純物を除去し，コンクリートサンダーで研磨し

て平滑に仕上げる（図－2 (1) 1),2) ）．その後，コ

ンクリートと CFS の付着性を高めるためにプライ

マーを塗布含浸させ，24 時間養生を行った（図－

2(1) 3) ）．養生後，幅 500mm の CFS をエポキシ

含浸樹脂で軸直角方向に全面接着し，24 時間養生

を行った（図－2 (1) 4) ）．同様に，軸方向に２層

目を接着する（図－2 (1) 5) ）．供試体の製作は実

施工に準拠した 5)．CFS の補強範囲は，供試体支

点間の内側 1100mm×1100mm の範囲に目付量

200g/m2，設計厚 0.111mm を軸直角方向および軸

方向に各 1 層貼り付けした．供試体名称をそれぞ

れ A-CFS，B-CFS とする．

(2) CFSS 格子接着補強法

CFS 補強方法では，表面処理後プライマーを含浸

処理と養生が必要となるが，CFSS 格子接着補強法

の場合はプライマー処理が不要であり，コンクリー

トの表面処理後に直接 CFSS を接着することから，

CFS 接着補強法に比してプライマー処理が省略で

きることから施工の省力化となる．また，CFS 接着

補強法は床版下面にCFSを全面接着することから，

床版上面から浸透した雨水が RC 床版と CFS 接着

界面に滞水し，接着剤の経年劣化が懸念されるとと

もに，補強後の事後点検が困難である．これに対し

て CFSS 格子接着補強法は，CFSS を格子状に接着と

することから，RC 床版内部の雨水が自然排水なり，

さらに事後点検が容易となるなどの利点がある．

本実験に用いる CFSS は目付量 600g/m2 で，設計

厚 0.333mm である．CFSS の接着範囲は A，B タイ

プはともに支点間内の 1100mm×1100mm の範囲と

する．また，A，B タイプは，長さ 1100mm，幅 50mm

に切断した CFSS を 150mm 間隔で軸直角方向およ

び軸方向に格子状に補強する．

CFSS 格子接着補強法は，設計・施工指針(案)1)

に準拠して施工する．まず，RC 床版下面をコンク

リートサンダーで研磨し，平滑に仕上げる（図－2

(2) 1)，2)）．次に，RC 床版下面にマスキングテー

プを接着する（図－2 (2) 3)）．その後，マスキング

以外の面に CFSS を 1 方向に配置し，CFSS のすだ

れ状の隙間からエポキシ系樹脂接着剤を浸透させ，

24 時間養生を行う（図－2 (2) 4)）．その後，軸方

向に CFSS を接着して格子状を形成する（図－2 (2)

5)）．ここで，供試体名称を,それぞれ A-CFSS，

B-CFSS とする．

4．輪荷重走行疲労実験方法および等価走行回数

4.1 輪荷重走行疲労実験方法

輪荷重走行疲労実験は，RC 床版および CFS 接着お

よび CFSS 格子接着補強 RC 床版ともに床版中央から

両支点方向に 450mm（走行範囲：900mm）の範囲に輪

荷重（幅 250mm）を繰返し走行させる実験である．

本供試体の寸法は，輪荷重の幅が道示Ⅱに規定する T

荷重の接地幅の1/2 であることから，1/2 モデルとした．

よって，設計活荷重は 50kN であることから，これに安

全率1.2 を考慮した 60kN が設計活荷重となる．
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輪荷重走行疲労実験による耐疲労性の評価は，基

準荷重，実験荷重と走行回数の関係から評価される

等価走行回数を得て評価する．そこで，この種の実

験を数年間にわたり継続的に実験を行った結果か

ら，初期荷重の設定は A タイプが 80kN，B タイプ

が 60kN で異なっていても，本実験による補強効果

は等価走行回数を基準に評価することから，輪荷重

走行疲労実験における初期荷重は等価走行回数に

は影響を及ぼさない．なお，たわみの計測はマイナ

ー則に従い，1，10，100，1,000 回とし，その後は

5,000 回ごとに実施する．

(2)走行疲労実験における等価走行回数

本実験における輪荷重走行疲労実験は，2 万回ごとに

荷重を増加する段階荷重載荷としたことから等価走行

回数を算出して耐疲労性を評価する．等価走行回数は，

マイナー則に従うと仮定すると式(1)で与えられる．

なお，式(1)における基準荷重 P は設計活荷重の 1/2

に安全率 1.2 を考慮した 60kN として等価走行回数を

算出する．また，式(1)における S-N 曲線の傾きの逆

数 m は，1964 年改定の設計基準に準拠して製作した

RC 床版を対象とした輪荷重走行実験の結果から提案

された S-N 曲式の傾きの逆数は m＝12.7 である 7)．な

お，東京都の実験ではm＝6.0が得られている8)．また，

CFS 接着補強した RC 床版の耐疲労性の評価でも松井

らが提案する 12.7 が適用されている 8)．これらのこと

から，長寿命化修繕計画で修繕対象となっている RC

床版は 1964 年代の設計基準で設計された床版が多い

ことから，S-N 曲線の傾きの逆数 m には松井らが提案

する S-N 曲線の傾きの逆数 12.7 を適用する 7)．

ここで，Neq ：等価走行回数 (回)，Pi ：載荷荷重

(kN)，P：基準荷重(=60kN)，ni：実験走行回数(回)，

m：S-N 曲線の傾きの逆数(=12.7)

5．輪荷重走行疲労実験の結果および考察

5.1 等価走行回数

全ての供試体の等価走行回数Neqを表－3に示す．

(1) Aタイプ

コンクリートの圧縮強度が18N/mm2 のRC 床版供

試体 A-RC の等価走行回数 Neq は 29,462 回である．

CFS 接着補強供試体 A-CFS の等価走行回数 Neq は

481,724 回であり，RC 床版供試体の 16.4 倍の補強

効果が得られた．また，CFSS 格子接着補強供試体

A-CFSS-1，2 の等価走行回数の平均は 629,201 回と

なり，RC 床版供試体に比して 21.4 倍の補強効果が

得られた．次に，CFS 接着補強供試体と CFSS 格子

接着補強供試体の等価走行回数を比較すると，CFSS

格子接着補強供試体が 1.30 倍の補強効果が得られた．

表－3 実験回数および等価走行回数

(2) Bタイプ

コンクリートの圧縮強度が35N/mm2のRC床版供

試体 B-RC-1,2 の等価走行回数 Neq の平均は

7,938,030 回である．この RC 床版供試体の等価走行

回数 Neqの平均に対して CFS 補強した RC 床版供試

体 B-CFS-1,2 の等価走行回数 Neq の平均は

148,256,151 回であり，RC 床版供試体の 18.7 倍の補

強効果が得られた．また，CFSS 格子接着補強 RC 供

試体 B-CFSS の等価走行回数 Neqは 184,410,488 回

となり，RC 床版供試体に比して 23.2 倍の補強効果

が得られた．CFS 接着補強 RC 床版供試体と CFSS
格子接着補強 RC 床版供試体の等価走行回数を比較

すると，CFSS 格子補強供試体が 1.24 倍の補強効果

が得られ，コンクリートの圧縮強度が 18N/mm2の A
タイプの供試体と同様に補強効果が得られた．

コンクリートの圧縮強度の差による等価走行回数を比

較すると，コンクリートの経年劣化を想定した圧縮強度

18N/mm2の供試体 A-RC の等価走行回数は，コンクリー

トの圧縮強度35N/mm2の供試体B-RCの等価走行回数の

平均の0.4％程度である．また，CFS 補強したRC 床版供

試体 A-CFS は，コンクリートの圧縮強度 35N/mm2の供

試体 B-CFS の 0.3％程度となり，補強効果は得られるも

のの耐疲労性は評価できない程度である．

また，コンクリートの圧縮強度が設計基準強度を

下まわった場合は，CFS 接着補強および CFSS 格子

接着補強法ともに補強効果は得られるものの，道路

橋 RC 床版としての耐疲労性は期待できない．した

がって，橋梁点検においてはひび割れ間隔による損

傷度の評価に加え，コンクリートの圧縮強度を適切

に診断して，補強対策を検討する必要がある．とく

に，RC 床版の劣化過程が加速期から劣化期に相当

する RC 床版および床版下面全体に遊離石灰が沈

着している場合は，コンクリートのコア採取し，圧

縮強度試験を行うなど詳細な点検を行う必要があ

ると考えられる．

5.2 たわみと等価走行回数の関係

等価走行回数とたわみの関係を図－3 に示す．

(1) Aタイプ

A タイプの供試体A-RCは，初期荷重載荷時から

たわみ量は大きく，等価走行回数5,000 回付近で





n

i
i

m
ieq nppN

1

)/( (1)

A-RC 29,462 29,462 ―

A-CFS 481,724 481,724 16.4
A-CFSS-1 768,262
A-CFSS-2 490,140
B-RC-1 7,346,848

B-RC-2 8,529,213
B-CFS-1 163,317,396
B-CFS-2 133,194,905
B-CFSS 184,410,488 184,410,488 23.2

―

18.7148,256,151

7,938,030

629,201 21.4

等価走行回数
合計(回)

平均等価
走行回数(回)

走行回数
比

供試体
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3mm となり，その後急激にたわみが増加して破壊

となった．CFS 接着補強した供試体A-CFSは，等

価走行回数386,119 回付近でたわみが3mm に達し，

その後の走行を繰り返すことによりたわみが著し

くなり，破壊に至った．次に，CFSS 格子接着補強

した供試体A-CFSS-1，2 ともにたわみが3mm を超

えた付近の走行からたわみの増加が著しくなり破

壊に至っている．

以上より，RC 床版にCFS 接着補強およびCFSS

格子接着補強することにより，たわみの増加が抑制

されており，等価走行回数が増加した．しかし，た

わみの増加が抑制されたことから補強効果は評価

されるものの，コンクリートの圧縮強度が設計基準

強度を下回っていることから，押抜きせん断破壊が

先行し，耐疲労性が認められない．したがって，劣

化RC 床版，とくに凍害を受けたRC 床版は，補強

時にコンクリートの圧縮強度の診断が必要である．

(2) Bタイプ

B タイプの RC 床版供試体はたわみが 3mm，すな

わち支間 Lの 1/400を超えた付近からたわみの増加

が著しくなっている．また，筆者らの RC 床版に対

する輪荷重走行試験による疲労実験においても，支

間 Lの 1/400付近からたわみの増加が著しくなるこ

とが報告されている 9)．たわみが 3mm となる等価

走行回数を前後のたわみと等価走行回数の関係か

ら補間法により算出すると，RC 床版供試体 B-RC-1

では 1,980,000 回，B-RC-2 では 2,780,000 回であり，

その後の走行からたわみの増加が著しくなり，破壊

に至っている．CFS 補強した RC 床版供試体につい

ても，たわみが B-CFS-1 では 3mm，B-CFS-2 では

3.2mm を超えた付近からたわみの増加が著しくな

っている．たわみがそれぞれ 3mm，3.2mm となる

等価走行回数は供試体 B-CFS-1，2 で，それぞれ，

85,200,000 回，70,400,000 回であり，RC 床版供

試体 B-RC-1，2 の 3mm となる等価走行回数の平

均値 2,380,000 と比較すると 29.6 倍から 35.8 倍と

なる．したがって，CFS 補強した RC 床版はたわ

みの増加が抑制されて等価走行回数が増大したも

のである．次に，CFSS 格子接着補強 RC 床版供試

体 B-CFSS は，RC 床版供試体 B-RC の平均に比し

て大幅にたわみの増加が抑制されている．たわみが

支間 L の 1/400 に達した場合の等価走行回数は

93,400,000 回であり，B-RC-1，2 の平均等価走行回

数に比較すると 39.2 倍となった．

したがって，RC 床版に CFS 補強することで RC

床版の剛性が高まり，たわみの増加が抑制され，等

価走行回数が大幅に増加した．また，CFSS 格子接

着補強した RC 床版供試体においても CFS 補強と

同様に，たわみの増加が抑制されており，等価走行

回数も増加している．

図－3 たわみと等価走行回数の関係

5.3 破壊形状

本実験における全供試体の破壊状況を図－4 に示

す．なお，図－4 に示した CFS のはく離の大小は打

音法により，完全にはく離している位置の音を大，

濁音を中，やや濁音のある部分を小とした．

(1) A タイプ

コンクリートの圧縮強度が 18N/mm2 の RC 床版

供試体 A-RC のひび割れ状況は図－4 (1) 1)に示す

ように，引張主鉄筋および配力筋の配置位置に 2

方向のひび割れが発生し，亀甲状を形成している．

輪荷重載荷位置から 45 度の下面はダウエル効果

の影響によりコンクリートのはく離は広範囲にわ

たっている．また，CFS 接着補強供試体 A-CFS は

図－4 (1) 2)に示すように，輪荷重載荷位置から 45

度の下面，すなわち無補強 RC 床版がダウエル効

果の影響を受ける範囲で CFS のはく離が見られる．

このはく離は RC 床版のコンクリート部で生じた

ものである．破壊は輪荷重が走行中に押抜きせん断

破壊となり，CFS の破断は見られない．次に，CFSS

格子接着補強供試体 A-CFSS-1，2 は，図－4 (1) 3), 4)

に示すように軸方向の CFSS 格子間にひび割れが

多く発生している．破壊は走行中に押抜きせん断破

壊となり，CFSS の破断は見られない．なお，CFSS

格子接着補強は橋梁点検におけるひび割れ発生の

確認が容易となる．

(2) Bタイプ

コンクリートの圧縮強度が 35N/mm2 の RC 床版

供試体 B-RC-1，2 のひび割れ状況は図－4 (2) 1), 2)

に示すように，鉄筋の主鉄筋および配力筋の配置位

置で，2 方向のひび割れが発生し，亀甲状を形成し

ている．破壊状況は，輪荷重の接地面から約 45 度

の下面コンクリートにダウエル効果によりはく離

している．破壊モードは輪荷重が走行中に押抜きせ

ん断破壊となった．次に，CFS 接着補強供試体の

B-CFS-1,2 は図－4 (2) 3),4)に示すように，輪荷重載

荷位置から 45 度の下面の位置，すなわち，無補強

RC 床版のダウエル効果が及ぼす範囲で CFS のは

く離が著しい．また，その周辺ではややはく離が見

られる．CFS 補強における押抜きせん断破壊に伴う

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

1.E+00 1.E+01 1.E+02 1.E+03 1.E+04 1.E+05 1.E+06 1.E+07 1.E+08 1.E+09

た
わ

み
（

m
m
）

等価走行回数（Neq）

A-RC A-CFS

A-CFSS-1 A-CFSS-2

RC-13-1 RC-13-2

CFS-13-1 CFS-13-2

B-CFSS

L/400

- 97 -



1) A-RC 2) A-CFS 3) A-CFSS-1 4) A-CFSS-2

1) B-RC-1 2) B-RC-2 3) B-CFS-1 4) B-CFS-2 5) B-CFSS

(1) Aタイプ供試体の破壊形状（上） (2) Bタイプ供試体の破壊形状（下）

図－4 AタイプおよびBタイプ供試体の破壊状況

CFSの破断は見られない．また，CFSS格子接着補強

供試体B-CFSSは図－4 (2)，5)に示すように軸直角方

向および軸方向の2 方向ひび割れが発生している．

破壊は輪荷重走行中に押抜きせん断破壊となった．

6．まとめ

①遊離石灰化や凍害によりコンクリートの圧縮強

度が設計基準強度以下となる場合を想定して製作し

たAタイプの供試体にCFS接着補強およびCFSS格子

接着補強した場合，無補強RC床版に比してそれぞれ

16.4倍，21.4倍の補強効果が得られた．これは，Bタ

イプの供試体に比して0.4%程度の効果であり，補強

後のRC床版の耐疲労性は期待できない．したがって，

圧縮強度が低下しているRC床版は設計基準強度を

確保するための補強対策が必要となる．

②Bタイプの供試体にCFS接着およびCFSS格子接着補

強した場合，無補強RC床版に比してそれぞれ18.7倍，

23.2倍の補強効果となり，耐疲労性が大幅に向上した．

③破壊状況は，各タイプの供試体で押抜きせん断破

壊となり，荷重載荷位置から45度底面はダウエル効

果によりコンクリートがはく離している．また，CFS

接着補強したRC床版はダウエル効果が及ぼす範囲

でCFSのはく離が著しい．CFSSは格子状に接着した

ことによりひび割れ状況が目視で確認できる．

④たわみと等価走行回数の関係からは，RC 床版，CFS

接着補強およびCFSS 格子接着補強RC 床版ともに床

版支間Lの1/400を超えた付近から急激にたわみが増

加し始める．したがって，RC 床版供試体はたわみが

床版支間Lの1/400を超えた付近で補修・補強対策を，

CFS 接着およびCFSS格子接着補強RC 床版において

も同様に再補修を施す必要がある．
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